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研究成果の概要（和文）：大学図書館による学習コンテンツの提供，ラーニングコモンズおよび学習支援サービスの有
機的結合によって形成される新しい学習環境が学生の学習行動，情報探索行動にどのように影響を与えるかを明らかに
し今後の学習環境整備の方向性を示すことを目的として，千葉大学アカデミック・リンクを対象に学際的なアプローチ
の下，定量的，定性的調査分析を実施した。その結果，新しい学習環境が学生の多様なニーズを満たしていること，ま
た，間接的ながら，学習成果に影響を与えていることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Interdisciplinary research was conducted in Academic Link of Chiba University to e
valuate how learning commons, combined with the provision of library materials and human support, effect s
tudents' learning and information seeking behavior, and learning outcome as well. Both qualitative and qua
ntitative methods were applied, including questionnaire survey, focus group interview, "photo voice" analy
sis, analysis of in-house usage of library materials, and analysis of pictures recording how students move
d tables, chairs, and whiteboards in learning commons.  The results of these surveys and analysis show tha
t the new learning environment successfully met the various needs of students.  It was also suggested that
 the new learning environment positively affected the students' learning outcome indirectly.  
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９，Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近年，社会経済構造の変化に伴う知識基盤
社会の進展を背景に，大学教育の一層の充実
が政策的・実践的課題となっている。各大学
では，FD 等による教育の質保証のとりくみ
やラーニングコモンズの整備，学習支援シス
テムの開発，学習資料の利便性の向上などの
取り組みがすすめられている。しかし，大学
における学習環境の総合的な全体像は示さ
れておらず，また，学習環境の整備が学生の
学習成果にどのような効果をもたらすのか
も検証されていない。 
 
２．研究の目的 
 上記のような背景を踏まえ，本研究は，千
葉大学における新しい学習環境整備を実験
的研究対象として，大学の学習基盤として図
書館による電子資料等の新しい学習コンテ
ンツの提供，図書館付設型ラーニングコモン
ズの整備とそこでの学習支援サービスの提
供が，大学生の学習行動，情報利用行動にど
のように影響し，大学における学習成果にど
のような効果をもたらすのかを検証するこ
とを通じて，実証的根拠に基づいた大学の学
習環境整備の今後の方向性を提示すること
を目的とする。 
 
３．研究の方法 
 これまで個別に取り組まれてきた大学の
学習環境整備に関連する個別のテーマに対
して，新設された図書館付設型ラーニングコ
モンズを中心に学際的観点から総合的に取
り組むという視点を踏まえ，定量的，定性的
手法を組み合わせた調査を実施した。具体的
には，１）ウェブアンケートによる学習行動，
情報利用行動調査，２）ラーニングコモンズ
空間での学習，情報利用を明らかにするため
のフォーカスグループインタビュー調査，
３）ラーニングコモンズでの学習空間の利用
実態を明らかにするための映像，画像分析，
４）図書館内での印刷資料利用状況把握のた
めの RFID や返却トラックを用いた調査，５）
大学内外での学習行動を明らかにするため
の，写真記録とインタビューを組み合わせた
フォトボイス調査である。 
 
４．研究成果 
１）ウェブアンケートによる学習行動，情報
利用行動調査 
 千葉大学の学部在学生全員を対象に，その
学習活動・学習環境利用の実態を把握するた
めに，2012 年度・2013 年度に連続して行っ
た。この調査は，ラーニングコモンズや図書
館の在り方が，学生の学修にどのように影響
するのかを量的調査により測定することを
意図した。各回共に，在学生の約 1割から回
答を得た（有効回答数：2012 年度調査 1045，
2013 年度調査 961）。 
 この調査では，「学習・生活空間の利用に
関する設問」として，授業への出席頻度や履

修登録授業数，取得単位数等の正課授業での
学習状況，大学内外での学習場所・滞在時間，
生活時間などを尋ねる質問項目を，「情報利
用行動に関する設問」として，PC や電子デ
バイスの所有状況，情報リテラシー能力の自
己評価などを尋ねる質問項目を設定した。そ
して，「千葉大学附属図書館の利用状況」を
尋ねた。これらの調査項目の設定は，大学生
が，どのような場所で，どれだけの時間，ど
のような方法で学修を行っており，そして，
どのような学修成果につながっているのか
を包括的に分析することを意図したもので
ある。また，大学内の各種学内情報として接
合して分析すること，各年度の調査データを
パネルデータとして接続して学生の変化を
分析することを目的に，学籍番号の記載を求
め，回答者個人を特定する方法を採用した。
各回集計結果は，『千葉大学学習状況・情報
利用環境調査 2012 集計報告書』，千葉大学学
習状況・情報利用環境調査 2013 集計報告書』
として，千葉大学アカデミック・リンク・セ
ンターのウェブサイトに公表されている。 
 調査結果の一例を示すと，学生たちは，授
業期間中は，6 科目以上の授業を履修し，ほ
ぼ毎日大学に通い，授業への出席を心がけて
おり，授業で分からないところは自分で調べ
たり，友達に聞いたりしながら学習している。
そして，受講科目ではほぼ全ての単位を取得
しており， 授業外の学習においては，大学
では図書館，大学外では自宅が学習の中心で
あることが示された。また，2012 年に図書館
本館（西千葉キャンパス）には，ラーニング
コモンズとして会話可能な学習空間が新設
されたが，その新設された学習空間に対して，
従来からある静寂空間も両方とも同程度好
ましい学習空間として受け入れられている
ことが明らかになった。しかし，図書館が提
供しているサービスやイベントの学生の認
知度は低く，課題があることも示された。ま
た，2 回の調査と学内の他の関連データを合
わせた分析の結果として，図書館への来館状
況と学生の学修成果（GPA による成績）には
直接的な関連がみられないことが明らかに
なった。しかし，他方で，2012 年調査と 2013
年調査を比較すると，学生が図書館に来る回
数は増え，滞在時間も長くなっていること，
また，学習時間が多い学生は GPA が有意に高
いことから，図書館の在り方は学生の学習成
果に間接的に影響していると解釈が可能で
あることも明らかになった。 
 
２）フォーカスグループインタビュー調査 
 新しい学習空間が，学生の図書館における
学習行動や情報利用行動に与えた影響を探
るため，「改築の前後で図書館利用がどのよ
うに変化したか？」に焦点を当てたフォーカ
スグループインタビュー調査を 2013 年 2 月
に実施した。図書館増改築の前後，新・旧の
学習空間について利用経験をもつ，学部 2年
生以上の学生を計 22 名，計 5 グループを対



象に 1〜2 時間程度のフォーカスグループイ
ンタビューを実施した。インタビューでは，
①改築前の図書館を何のために／どのよう
に利用していたか（過去），②改築後の図書
館を何のために／どのように利用している
か（現在），③改築後の図書館をどのように
感じているか（変化）について，学生同士で
意見交換をさせた。その結果，学生は静寂空
間と会話可能な空間，個人学習席と集団学習
席を適宜，学習状況に応じて使い分けている
こと，可動式什器とそれを動かせる自由度の
高い空間が学習行動の多様化を促している
こと，コンテンツや人が「見える」空間設計
が，学生の学習意欲を高めている可能性が示
唆された。 
 
３）映像，画像分析による学習空間利用情報
分析 
 学習空間利用状況を把握するために，千葉
大学附属図書館に設置したラーニングコモ
ンズを対象に，定点カメラを利用して学生の
着席位置や可動式机の配置等を調査した。そ
のために，まずカメラ画像上で着席している
位置が，空間でどの位置に対応しているかを
マッピングするための技術開発を行い，着席
位置や机位置を記録した。調査期間は，学生
の学習行動に対する試験の重要性を鑑みて，
試験期間の１カ月前から試験期間終了後と
した。 
 この調査によると，ラーニングコモンズの
利用状況は，試験前や試験後では平均 40%の
着席率で，試験期間直前では 60%程度の着席
率であった（いずれも週末を除く）．次に，
ラーニングコモンズにおける空間デザイン
の調査のために，可動式机がどのように移動
するかを調査した。そのために，机の種類と
配置の影響を取り除くために，３種類（長方
形型，半円型，クローバ型）の可動式机を無
作為に配置する実験を，上記調査期間の１週
間毎に実施した。机を無作為に配置したとき
としなかったときを比較すると，無作為配置
すると机の移動が減少することが示された。
別の観点からの調査として，着席位置に基づ
くクラスタリング手法を開発し，どのような
時間帯でどのような着席パターンが生成さ
れているかを調査した。この結果によると，
同じ時間帯では，曜日に関わらず同様な着席
パターンが現れることが確認できた。とくに，
14:00 から 16:00 の時間帯はほぼ同じパター
ンが見られることが確認できた。以上の結果
より，ラーニングコモンズの利用実態は，
日々毎日大きく変動しているというよりも
ほぼ一定の利用パターンが見られ，試験期間
が近づくと利用率が増加し利用実態が変化
し始めることがデータより把握できた。また，
机の移動に関して，とくに多数の学生が集団
で利用するときに起こりやすいこと（複数の
机を連結する）を考えると，机の種類と配置
を無作為ではなく統制することにより，集団
での学習を誘発できる可能性を示唆してい

ることが分かった。 
 
４）館内資料利用状況分析 
①RFID を用いた調査 
 図書館において，資料の利用調査は貸出統
計が中心であり，貸出統計に現れない館内で
の資料の利用実態の把握には，RFID などのシ
ステムが有用である。千葉大学附属図書館で
は，授業用に紹介する資料を配架したコーナ
ー（授業資料ナビコーナー）に RFID システ
ムを導入しており，本調査では，このような
機器を活用し，資料が手に取られた回数の観
点から授業に関連した資料の館内利用を分
析した。2013 年度前期に授業資料ナビコーナ
ーに配架された 804 冊（469 タイトル）を対
象とした。 
 授業資料ナビコーナーの資料が手に取ら
れた回数を週毎に集計したところ，利用回数
には，学期の最初と試験前の 2つの時期にピ
ークがあることを確認された。これは，授業
のガイダンスでの授業資料ナビの紹介なら
びに試験勉強やレポートでの活用がその要
因と考えられる。また，各資料が 1回手に取
られた際の利用時間は，10分未満および 1時
間以上 5時間未満の 2群に分類でき，授業内
容が進展する学期の後半になるにつれ長く
なる傾向があることも明らかになった。 
 本調査では，調査期間内の貸出回数が 0回
でも，151 タイトルについては少なくとも 1
回は手に取られていることが確認され，また，
調査期間内の貸出回数が2回と少ないものの，
27 回以上手に取られている資料が複数ある
ことも確認された。貸出回数だけでは把握し
きれない良く利用されている資料の存在が
明らかになった。 
②返却トラックを用いた調査 
 図書などの館内資料が，グループ学習や情
報通信機器を活用した学習などを想定した
エリアでどのように利用を明らかにするこ
とは，図書館附設型ラーニングコモンズの利
用分析において必須の基礎データとなる。そ
こで，館内で利用された資料の返却先をラー
ニングコモンズ内に 3カ所設置し，返却され
た資料を記録する調査を行った。本調査は，
2013 年 1月 22日〜2 月 15 日（後期分）およ
び 2013 年 7月 9日〜8 月 9 日（前期分）に行
い，返却資料の総数は，2012 年度後期分で
1,155 点，2013 年度前期分で 1,622 点であっ
た。 
 返却場所＝最終利用場所と仮定した場合，
グループ学習を想定したエリアに比べ，50 台
の学生用パソコンが設置されたエリアでは 2，
3 倍の資料が利用されたことが確認された。
パソコンと資料を併用した形式での利用ニ
ーズが高いことが，その要因としてあると考
えられる。本調査全体では，最も社会科学分
野の資料が利用され，次いで自然科学分野の
資料が利用されており，この 2分野で全体の
60〜70%を占めていることが確認された。さ
らに，貸出 0回の資料がのべ 437 点あり，貸



出統計上では「貸出無し」とされる資料もラ
ーニングコモンズで利用されていることが
明らかにされた。 
 
５）フォトボイス調査 
 本調査は，図書館内外における大学生の学
習実態，より具体的には，①学習空間の利用
状況，②コンテンツやツールの用い方，③学
習スタイルについて，写真とインタビューを
元に質的に把握することを目的に実施した。
調査は 1年生から 4年生を含む 6学部の学部
生 9名を対象に行った。調査参加者には 2013
年 7 月初旬～8 月中旬までデジタルカメラを
貸与し，図書館内では 30 分おき，図書館外
では学習開始時に，それぞれ，1)学習場所，
2)作業や課題内容，3)一緒に活動した人物，
4)情報源・ツールの各項目を撮影するよう依
頼した。写真撮影後，1 人 2 時間程度の個人
インタビューを実施した。調査の結果，学習
課題に関しては，大学のカリキュラムに関連
した課程学習以外に，授業と直接関連しない
課程外の学習が数多く行われていることが
分かった。とりわけ，課程外学習の範囲にお
いて，コンテンツと学習空間の近接により促
された学習，すなわち，入門書による自学自
習の促進や，新着図書コーナーの蔵書によっ
て興味関心が引き出されたことによる読書
などが含まれていた。 
 
 これらの一連の調査の結果から，学習環境
モデルとしてのアカデミック・リンクが，学
生の多様なニーズを満たすものとして学生
に広く受け入れられ，また間接的ながらも学
習成果に影響していることが明らかになっ
た。 
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